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中央区基本構想

１ 基本構想見直しの背景と目的

第１章 基本構想の見直しについて

中央区は歴史と伝統を背景に、首都東京のみならず、日本のまさにかなめとして大きな発展をとげ
てきました。江戸時代には現在の発展の基礎となる商業のまちが形成され、明治期には外国人居留地
や銀座の煉瓦街、日本銀行をはじめとする金融街など文明開化の中心的役割を担い、その後は関東大
震災や大空襲などいくたびかの逆境にあいながらもそのたびに生まれ変わり、つねに日本の文化・商
業・情報をリードするまちとして、その地位を揺るぎないものとしてきました。
今日、日本を代表する繁華街をもつだけでなく、国際金融取引や情報発信の拠点、陸と海と空の三
つの玄関口をもつ交流の拠点、おう盛な事業活動の集積地であるなど、都市として第一級の活動が繰
りひろげられています。加えて、江戸っ子気質が残る下町情緒、多彩な文化・芸術の場や名橋「日本
橋」、「浜離宮庭園」といった名所・旧跡、伝統を今に伝える老舗の数々、さらには魚河岸や繊維問屋
街、多彩な地場産業など多くの顔をもち、小さくともきらりと光る魅力ある都心のまちといえます。

しかし、中央区を取り巻く社会経済環境は、とくにバブル経済の時期を経て大きく変容し、これま
でにない新たな対応も求められています。
近年、明るいきざしもみせているとはいえ、長期にわたる定住人口の減少とそれがもたらすコミュ
ニティへの影響に対応するため、「都心居住」のまちづくりを積極的に推進しなければなりません。
また、少子高齢化を踏まえ、健やかな子どもを育み、だれもが住み慣れたまちで安心して生活するこ
とができる地域社会の形成が急務となっています。
加えて、経済のボーダレス化や流通機構の変化に的確に対応した地域産業の振興、阪神淡路大震災
の教訓を踏まえた災害に強いまちづくり、地球環境に配慮した循環型社会システムの構築、生涯学習
社会の実現など多くの課題に全力で取り組む必要があります。
また、地方分権への流れのなかで、都区制度改革はもちろん、地域の課題を区民とともに主体的に
解決していく能力を自治体としてそなえていくことも必要です。

このため、区はこれら時代の変化に合わせて基本構想を見直すことにより、だれもが一層安心して
いきいきと活動できる、活力のある地域の再生と発展をめざしていくことにしました。
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２ 基本構想の役割と理念

この基本構想は、２１世紀の中央区を展望しこれからの区民生活やまちの姿などその将来像を明らか
にするとともに、実現に至る道筋を示していくものです。中央区にかかわる人々や団体が互いに連携
し総力をあげて取り組んでいく、区と区民のまちづくりの憲章であり、中央区における総合的かつ計
画的な行政運営の指針となるものです。
基本構想を貫く理念は、平和こそが愛を育み豊かさと繁栄をもたらすいしずえであるとの認識から

「平和」を基本に、区民一人ひとりの生活と権利を尊重し、自治と連帯にもとづく区民生活を確立す
ることです。
また、この基本構想は、「花の都中央区宣言」や「太陽のまち中央区宣言」など区政推進のための
基本的考え方を踏まえ、人間性豊かな中央区をつくりあげようとするものです。
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１ 中央区の将来像

第２章 中央区の将来像と基本目標

生涯躍動へ 都心再生
── 個性がいきる ひととまち

すべての人々が生涯にわたっていきいきと活動し、不安のない生活を送ることのできる人間性豊か
なまち、そしてつねに時代をリードしてきた歴史と伝統をいかしながら、新たな都心の魅力を創造し、
活力ある中央区をつくります。
次の基本的な方向で、区にかかわるすべての人々のそれぞれの主体的な努力と相互の協力・連携に
よって、中央区の将来像の実現をめざします。

（１）１００万人が住み・働き・楽しめるまち中央区
活力ある定住人口１０万の都心中央区を形成します。あわせて多くの人々が働き集うまちの特性
も踏まえ、安心でき安全で快適な生活はもとより、だれもが住む喜びや働きやすい環境、いつで
も学び楽しめる多彩な魅力を享受できるまちをつくります。

（２）都心コミュニティが息づくまち中央区
ともに支え合う思いやりのある地域社会をめざして、団体、企業や働く人々との融和のもと、
都心コミュニティが息づくまちをつくります。

（３）個性豊かなまち中央区
おう盛な商業・経済活動でにぎわうまち、産業と生活が融和した活気のあるまち、下町情緒を
残す街並みなど、歴史に培われた地域の特性をいかしつつ、都市全体としてまとまりのある個性
豊かなまちをつくります。

（４）世界に誇れる風格あるまち中央区
江戸の昔から引き継がれてきた伝統やなりわいなど、誇り高き文化を継承するとともに、つね
に時代の最先端をいく中央区にふさわしい新たな文化を創造し、落ち着きと安らぎのある風格あ
るまちをつくります。
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２ 将来像を実現するための基本目標

中央区の将来像を実現するために、３つの基本目標を定めます。

（１）思いやりのある安心できるまち
子供から高齢者まで、すべての人が安らぎのある健やかな生活を送ることができる、思いやり
につつまれた安心できるまちをめざします。

（２）うるおいのある安全で快適なまち
環境にやさしい豊かな都心居住を享受できる、うるおいあふれる安全で快適なまちをめざしま
す。

（３）にぎわいとふれあいのある躍動するまち
にぎわいと活力のある商工業と生涯をいきいきと学び楽しむ豊かなくらし、そして交流と文化
の息づく躍動するまちをめざします。
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１ 思いやりのある安心できるまちをめざして

第３章 施策のみちすじ

（１）生涯をいきいきと暮らすために

人生８０年時代を迎え、一人ひとりが生涯を通じて心身ともに健康で活動的に生活できる社会を実現
するため、若年期からの健康づくりや自立に向けての行動を積極的に支援していきます。

①安定した生活のための支援
高齢者や障害をもつ人、その家族が多様なニーズに対応したサービスを選択しながら、住み慣れた
地域で安心して自立した生活ができるよう、保健・医療・福祉の連携を図り、在宅サービスや施設の
整備と住宅施策を連動させた総合的な対策を推進していきます。
また、自立が困難な人に対しても健康で文化的な生活ができるよう支援していきます。

②健康づくりの推進
「自分の健康は自分で守り、つくる」という自覚のもと、区民一人ひとりが健康的な生活習慣を身
につけるための支援を行い、こころの健康づくりを含めた疾病予防・早期治療などを充実していきま
す。とくに、区民が健康で元気な高齢期をすごすための「寝たきりゼロ作戦」を展開し、生涯躍動社
会づくりを積極的に推進していきます。

③自立と社会参加への支援
高齢者や障害をもつ人をはじめ、区民が地域のなかで生きがいをもち、支えあいながら暮らし続け
られるよう、就労や学習、ボランティア活動などの社会参加を促進します。

（２）健やかな子どもを育むために

区民が地域のなかで安心して子どもを生み育てられるよう、多様な保育サービスの提供をはじめ、
子育て家庭に対する支援を充実していきます。また、子どもにとって魅力のある環境を整備し、さま
ざまな交流・体験の機会をつくり、地域全体で子どもを健やかに育む社会を形成していきます。

①多様な保育サービスの提供
女性の社会進出や就業形態の多様化が進むなか、地域の特性や区民のニーズを踏まえ、保育時間の
延長など保育内容の充実や学童クラブの拡充を進めます。

②子育て家庭に対する支援
子育て家庭の居住環境の向上を図り、子どもを生み育てやすい条件を整備していきます。また、仕
事と育児の両立支援、家事・育児を男女が協力して行う意識づくり、地域で子育てを支援していく仕
組みをつくっていきます。さらに、ひとり親家庭の自立に向け、生活の援助や相談体制を充実してい
きます。
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③児童・青少年の健全育成
青少年が個人として自立し、地域社会の一員としての自主性や創造性をそなえた人間形成を図れる
よう、ボランティア活動など青少年のさまざまな活動を支援していきます。また、効果的な青少年の
健全育成の実践をめざし、家庭、学校、地域、関係行政機関の連携・協力体制をととのえます。さら
に、子どもがのびのびと遊ぶことのできる魅力ある地域環境づくりを進めます。

（３）思いやりとふれあいのあるまちのために

地域にかかわるすべての人々が平等の立場で尊重しあい、助けあい、支えあい、交流していく、と
もに生きる思いやりとふれあいのある地域社会を形成していきます。

①福祉のこころの育成
高齢者や障害をもつ人との交流を深めるとともに、子どもの時から福祉について学ぶ機会を広げ、
すべての人々の「福祉のこころ」を育くんでいきます。

②男女平等の推進
区のあらゆる施策を男女共同参画の視点に立って展開し、家庭、学校、地域、職場における男女平
等の普及・啓発に努めます。また、政策や方針決定への共同参画を促進するため、区の審議会や委員
会などにおける女性委員の比率を高めていきます。

③地域におけるパートナーシップの確立
すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、ボランティア活動などを通じた
人々の積極的な参加を促進するとともに、区民、団体、企業、行政がともに協力・連携する良好な関
係づくりを推進します。

307



２ うるおいのある安全で快適なまちをめざして

（１）住みやすい環境づくり

定住人口１０万の中央区の形成を基本に、都心の魅力や特性をいかしつつ、住宅の供給促進や居住環
境の向上など総合的な視点から住みやすい環境づくりを進めます。

①住宅供給の促進・支援
民間と公共の役割分担のもとに、民間住宅については、まちづくり手法の積極的活用による良質な
住宅の供給を促進し、公的住宅については福祉施策との連携も図りながら、多様なニーズに応える住
宅の供給に努めます。
また、老朽住宅の更新については、防災上の観点からも建て替えを積極的に支援していきます。

②水と緑につつまれた環境の整備
やすらぎやレクリエーションの場とともに、災害時にも重要な役割を果たすオープンスペースにつ
いては、公園・緑地の拡充整備や市街地再開発事業、河川・運河、広幅員道路などの整備のなかで創
出します。
とくに、沿道の緑化と合わせ、隅田川をはじめとする豊かな水辺において、親水緑地空間の整備を
促進し、水と緑のネットワークを形成します。

③住み続けられるための支援
地区の特性や居住者のライフスタイルに応じた、多様な住まい方を実現できる仕組みをつくり、と
くに高齢者や障害をもつ人にやさしい居住環境を整備していきます。
また、いつまでも住み続けられるために、日常の買い物などの生活利便性の向上、コミュニティの
活性化、さらには適正な負担水準の税制の実現に努めます。

④福祉のまちづくりの推進
高齢者や障害をもつ人をはじめ、子ども連れの人などの日常生活上の精神的・物理的障壁のない先
進都市をめざし、多くの人々が利用する建物や道路の整備改善を図るなど、事業者と連携・協力して
福祉のまちづくりに努めます。

⑤生活衛生の確保
食品衛生および環境衛生の向上のための監視・指導や検査体制とともに、企業や家庭での適切な自
己管理のための相談・指導を充実します。また、公衆浴場の経営安定を図るなど生活衛生全体の向上
に努めます。

⑥環境美化の推進
まちをより美しく清潔にするため、区にかかわるすべての人々とともにまちの美化を積極的に推進
します。

⑦消費生活の安定と向上
消費者の自主的活動を支援するため、学習機会の充実、消費生活情報の提供や消費者グループの育
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成を図ります。また、商品の安全性を確保するとともに消費生活上の被害の防止と救済を図るため相
談体制を充実し、さらに、生鮮食品を扱う生活関連店舗の確保に努めます。

（２）地球にやさしい環境づくり

高密度な都市活動が繰りひろげられている中央区の特性を踏まえつつ、温暖化防止や環境汚染防止
など地球環境の保全の視点から、省資源・省エネルギーやリサイクル、あるいは公害防止などに積極
的に取り組み、地球にやさしい環境づくりをめざします。

①省資源・省エネルギーへの取組
環境にやさしい生活行動、企業活動を促進するため、省資源・省エネルギーの普及・啓発を図り、
地球温暖化や大都市特有のヒートアイランド現象など環境への負荷をできるだけ軽減するよう努めま
す。

②都市型・生活型公害の削減・抑制
排出ガスや騒音、振動調査による実態の把握に努めるとともに、低公害車の普及促進などを図り、
自動車公害の防止に努めます。
また、工場や建設工事などによる騒音・振動やテレビ受信複合障害などの公害の抑制を図り、快適
な生活環境を確保していきます。

③資源循環型社会づくりの推進
ごみ減量・リサイクルを推進するため、リサイクル施設の整備をはじめ、区民や事業者に対する普
及・啓発活動の強化を図るとともに、資源の回収はもとより再生品の使用など総合的なリサイクルの
仕組みの確立に向けた取組を進めます。

④清掃事業への取組
平成１２（２０００）年度予定の都区制度改革以後、区が行う清掃事業においては、ごみの減量・リサイ
クルを進め、地域の実情にあった資源循環型のきめ細かい事業の展開に努めます。
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（３）都心にふさわしい都市の基盤づくり

都心中央区での多様な区民生活やおう盛な産業活動が展開される都市の基盤をつくるため、適正な
土地利用のもとに道路・交通網、情報通信網の整備や災害に強いまちづくりを進めます。

①道路・交通・通信網の整備
円滑な道路交通の確保のため、幹線道路の整備やネットワークを充実するとともに、駐車場の整備
に努めます。あわせて生活優先道路については、通過交通を抑制し、交通安全の確保を進め、人にや
さしい道路環境の実現に努めます。
また、月島・晴海地区への地下鉄、バス交通など多様な公共交通機関の導入を進めるほか、区内全
域にわたるバス交通の一層の利便性の向上を図ります。
さらに、民間の電気通信事業者の協力のもとに、光ファイバーなどを活用した高度情報通信基盤の
整備に努めます。

②災害に強く安全なまちづくり
公共空間および公開空地などの防災用オープンスペースの確保や避難経路の緑化を進め、道路・橋
りょう、ライフラインの耐震性の強化や建物の耐震・不燃化を推進し、災害に強いまちづくりを進め
ます。
加えて、区の初動態勢の強化など緊急時における危機管理能力の向上を図りつつ防災区民組織の育
成・支援を進め、区民、事業所、団体、行政機関の協力のもとに、地域における災害弱者や帰宅困難
者への対応も含めた中央区としての総合的な地域防災体制の強化を図ります。また、地域の連帯によ
る犯罪防止に向けた施策を推進します。

③地域の特性をいかしたまちづくり
商業・業務系が中心を占める地域、商業・業務系と住居系が混在する地域、住居系が中心の地域な
どそれぞれの特性に応じ、地区計画の手法を活用するなど適切な土地利用を進めます。土地の高度利
用が相当程度進んでいる地区においては、地下空間の計画的活用を図ります。加えて、民有地の公開
空地の活用も図りオープンスペースの拡充に努めます。
また「まちづくり協議会」の意向を踏まえた整備方針の策定など地域住民の合意形成によるまちづ
くりを進めるとともに、都市景観の形成にも十分配慮し、東京駅八重洲口一帯の再整備や名橋「日本
橋」の景観の再生、晴海の国際交流拠点の整備など、地区ごとの特性を十分にいかしたまちづくりを
進めます。
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３ にぎわいとふれあいのある躍動するまちをめざして

（１）にぎわいと活力のある産業のまちづくり

中央区の生命線ともいえる「にぎわい」を維持・発展させ、活力あるまちづくりを進めるとともに、
人々が希望をもって働くことができる環境をととのえます。

①魅力ある商業のまちの形成
流通構造の変化や副都心の商業活動の高まりといった経営環境におかれている小売業や繊維・衣服、
食品の卸売業などの都心商業が、伝統ある立地をいかしながら広域的な商業機能を発揮できるよう支
援していきます。
また、区民生活に身近な商店街においては、在勤者などを視野に入れた事業を展開するなど個性的
な店舗づくりを推進し、あわせて、商店街の特徴をいかした集客の仕組みづくりなど活性化を図って
いきます。

②都市型工業の振興
印刷・製本・食品・金属といった地場産業の発展のため、事業活動の共同化・協業化を促進するな
ど、それぞれの産業の実情に適応した経営環境の改善に努めます。
とくに集積が著しい印刷業は、高度情報化による付加価値を高めるため、設備の充実や情報の収
集・発信、人材育成のための研修の強化を図っていきます。

③創造的産業の育成
広告・デザイン・情報サービス業など創造的産業については、新たな地場産業として業界団体の組
織化を図り、関連企業・業界間の連携・交流を促進し、その定着化を進めていきます。

④中小企業振興の推進
商工業を支える中小事業所の経営の安定を図るため、指導・相談や資金融資を充実するとともに情
報化への対応、人材の確保・育成、異業種交流などによる経営基盤の強化や商工関係団体の活性化を
支援していきます。
さらに、中小企業の振興とすべての産業の発展のため、拠点的な施設の整備に努めます。

⑤働く人々のための環境づくり
働く人々の勤労意欲の向上を図るため、自らの積極的な能力開発への支援を行うとともに、充実し
た余暇活動ができる環境づくりを進めます。さらに、働く人々の健康づくりの推進や福利厚生の充実
に努めます。

⑥観光資源をいかしたにぎわいづくり
魅力あるまちの個性を積極的に PRし、中央区に多数ある貴重な観光・文化資源や地理的な有利性
をいかした新たなまちのにぎわいを創出していきます。
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（２）いきいきと学び豊かな個性を育むまちづくり

すべての教育の出発点である家庭における教育の支援や子ども一人ひとりの個性をいかした学校教
育の充実を図るとともに、区民の生涯学習に対するニーズの多様化に的確に対応し、「教育の中央区」
にふさわしい環境をととのえていきます。

①家庭教育への支援
ひととしての基礎的な資質や能力を育成する上で大切な家庭での教育を支援するため、親子が家庭
においてともにふれあい学んでいく機会を充実し、あわせて地域全体で支援していく体制の整備を進
めます。

②個性を育む学校教育の推進
子ども一人ひとりの個性をのばし、豊かな人間性を培う「心の教育」を重視した教育内容の充実を
図ります。さらに、区立学校の適正規模を確保しつつ施設の整備を行い、教育環境の向上を図ります。
また、学校は従来から地域におけるコミュニティの核としての役割を果たしており、地域との連携
をより深め、「開かれた学校」を実現していきます。

③生涯を通じた学習活動の推進
区が行う講座・講習の充実と合わせて、幅広い情報の収集・提供や学習相談ができる体制を整備し、
民間も含めた総合的・体系的な学習機会を提供していきます。
このため、生涯学習施設の機能の強化や既存の公共施設の有機的な連携により活動の場を確保し、
いつでも、どこでも、だれでも学ぶことのできる生涯を通じた学習の基盤を整備していきます。
また、社会教育団体の育成・強化やとくに区内で活動している多くの人々の多種多様な能力の活用
も含めた指導者の養成・確保に努めます。

④生涯スポーツの推進
健康でいきいきとした区民生活の実現に向け、スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実、団
体の育成や指導者の養成・確保、情報の収集・提供を行い、地域におけるスポーツ活動を促進してい
きます。
また、競技スポーツの振興と合わせて、楽しく体を動かしながら気軽に参加できる健康づくりの機
会の拡充を図ります。
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（３）文化の香る交流のまちづくり

区民の生活に密着した地域における活動を、企業などの参加を図ることにより活発化し、都心にふ
さわしいコミュニティの形成と発展に努めます。
また、区民生活や産業活動に根ざした文化を大切にしつつ、多様な文化をもつ人々の交流を推進し、
新しい文化を創造していきます。とくに、区民と海外諸都市の住民との交流などを通じ、世界平和に
向けた取組を進めます。

①コミュニティの活性化
町会・自治会の活性化はもとより、地域の特性や活動の内容に対応した、新しい個性的なコミュニ
ティを形成していきます。
そのため、地域の人々の融和を図りつつ、施設の整備や地域に根づいた個性的な活動の支援、情報
提供の仕組みづくりなどの施策を展開していきます。加えて、団体・企業などの地域活動への参加を
推進し、地域における住民との連携を深めていきます。

②文化の継承と発展
区民の文化活動の支援や活動が活発に行える環境を整備し、主体的な活動基盤の強化と新しい文化
の創造を図ります。
また、区内の豊富な文化資源を活用することにより、人々が優れた文化や芸術に接する機会を拡充
するとともに、歴史的文化遺産の保全や発掘に努めます。
あわせて、企業に対し文化・芸術に関する社会貢献活動を働きかけるなど、文化的な環境づくりに
取り組みます。

③国際交流・地域間交流の推進
国内外の諸都市との交流を推進し、区民がさまざまな文化や生活に接する機会を充実します。また、
区内在住の外国人や中央区を訪れる外国人にとって暮らしやすい環境づくりを進めます。

④平和に向けての取組
区民と海外諸都市の住民との交流を通じ、相互理解や友情を深め信頼関係を築くことにより、平和
のいしずえをより強固なものとしていきます。人々の平和に対する関心と理解を深めるため、啓発事
業などを通じて平和を考える機会を充実していきます。
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１ 相互信頼にもとづく地域社会づくりの推進

２ 基礎的自治体としての自立

３ 柔軟で効率的な行財政運営

４ 国や東京都、関係団体との連携

第４章 基本構想実現のために

基本構想の実現には、区の総力を結集することはもちろんのこと、区民をはじめ中央区を構成する
あらゆる活動主体の参画が何よりも必要です。
この基本構想は、実現に至る多様な選択肢の確保にも十分留意しながら、次の基本姿勢で施策を総
合的・計画的に実施していきます。

区は、区民をはじめ中央区にかかわる人々や団体、企業などと相互信頼に培われた連携のもとに、
公正で公平な地域社会づくりを進めます。
このため、区政情報の積極的提供や情報公開により行政の透明性を高めるとともに計画策定過程へ
の参画機会の拡充や広聴機能の充実、個人情報の保護に努め、区民に信頼される開かれた区政を推進
します。
さらに、ボランティアあるいはコミュニティ団体を通じて行う地域活動など、区民の自由で多様な
取組を側面から支援していきます。
団体、企業やそこに働く人々に対しては、それぞれに最適な環境を提供すると同時に地域の一員と
しての自覚を促し、地域社会への貢献などを働きかけていきます。

住民に最も身近な基礎的自治体として、責任ある自治運営を担うためには、区民の理解と協力のも
と、それにふさわしい財政自主権を含めた権限や能力をもつ必要があります。区は、地方主体の個性
豊かな地域社会づくりに向け、都区制度改革を踏まえつつ、引き続き他区と連携しながら、国や東京
都に一層の自治権拡充を求めていきます。このため、区職員は、これまで以上に資質の向上に努め、
区民の期待に応えていきます。

区は、多様化する行政需要や新しい課題に対応し、組織の改編や横断的な組織連携を図るとともに、
高度情報化に対応した区政運営を進め、柔軟性のある執行体制を確立していきます。
また、行政の組織・機構の簡素合理化とともに、行政サービスや公共施設、受益と負担など、その
あり方についてつねに点検を行い、財源を効果的・効率的に運用していきます。

区は、多面的・総合的に取り組むべき大都市特有の課題などについて、区の主体性を確保しつつ、
国や東京都をはじめ他の自治体、関係団体と相互調整し、役割を分担しながら連携して取り組んでい
きます。
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